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１．会社概要 - キッセイコムテック株式会社

貴市のペーパーレス会議システム導入の目的

 社名 キッセイコムテック株式会社

 代者 代表取締役社長 神澤 鋭二

 設立 昭和60年4月1日

 資本金 3億3千4百万円

 社員数 350名

 年商 104億3千7百万円（令和3年3月期）

 本社 長野県松本市和田 4010番10号

 拠点 東京事業所(東京都豊島区)、ロジスティクスセンター(東京都)

北海道営業所(札幌)、中日本営業所(名古屋) 、西日本営業所(大阪)、九州営業所(福岡)

 関係会社 キッセイ薬品工業株式会社、キッセイ商事株式会社

 企業認証 ISO9001、ISO14001、ISO27001、ISO20000認証取得

③リソースサービス事業

・クラウドサービス、アウトソーシング

・ネットワーク構築/運用管理

・情報関連機器レンタル

②メディカルシステム事業

・予防医療、動作解析システム

・DICOM 医用画像管理システム

・生体信号解析ソフトウェア

事業内容

①ビジネスＳＩ事業

・システム受託開発

・ERPの導入支援

・システムコンサルティング

スマートデバイスソリューション ・ペーパーレス会議システムSmartDiscussion開発・販売等

sml:04Ã¥Â®ï¿½Ã§Â¸Â¾Ã¥â‡¬Â±Ã¥â•ıâ‹™Ã¦Å‡Â¸.docx
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２．SmartDiscussionとはー１ システム概要

Webブラウザ画面の操作でサーバーシステムに資料を登録。

iPad・Windows10専用アプリで資料閲覧、ペーパーレス会議を行います

Webブラウザ画面
発表者

サーバーシステムへ資料登録

個人での資料閲覧
（会議以外の普段づかい）

画面同期

※各クライアント端末に、専用アプリをインストールする必要があります。

iPad：APPストア アプリ「SDNeo」

Windows10：MicrosoftStoreアプリ「SmartDiscussion6」

参加者

ペーパーレス会議の開催
（庁内会議・議会）

SmartDiscussionサーバーシステム

2

※ OfficeファイルについてはPDF自動変換ツールを

別途ご提供いたします。

デスクトップ上でOfficeファイルをPDFに変換が可能です。
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２．SmartDiscussionとはー２ ご利用の場面

議会

庁内会議
● 発表者の説明進捗を確認しながら自由にページ閲覧（２画面表示）

● 画像や動画ファイルも同期可能

● 発表者のあらゆる操作を同期表示

● iPad、Windows10で機能制限なく混在利用

個人での資料閲覧

（会議以外の普段づかい）

● シンプルな操作の閲覧、メモ書き機能

● 用途に応じた検索機能

● アプリ内で2つの資料を並べて開く機能（異なる資料、同じ資料）

● PDF、画像、動画ファイルの幅広いファイル閲覧が可能



5 Copyright 2021  KISSEI COMTEC CO.,LTD.5

３．個人での資料閲覧ー１（アプリケーション）

２）会議資料へのメモ書き

・ ペン、半透明のマーカーの選択が可能なほか、テキストメモが可能。

・文字列を沿ってマーカーをひく「テキストマーカー」機能

・ 文書修正及び差し替え時もメモ情報は引き継ぎ可能。

１）資料選択・閲覧

・ シンプルな画面構成で会議体の選択や、資料の選択、切り替え、閲覧が簡単に行えます。（PDF、画像、動画の幅広いファイルが閲覧可能）

・ ダウンロードした資料は、オフライン環境でも資料閲覧が可能です

⇒ メモ機能⑲⑳

会議室内の文書一覧表示 文書の閲覧会議室一覧の表示

３）その他基本機能

・文書の拡大/縮小

・見開き表示/単ページ表示切替

・任意ページへのしおりの設定、お気に入り登録

・サムネイルによるページ一覧表示、スライダーバーによるページ移動

・履歴からの文書表示
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３．個人での資料閲覧ー２（アプリケーション）

iPad縦向き時

横向き資料を上下均等に分割表示

iPad横向き時

縦向き資料を左右均等に分割表示

４）資料の比較表示

・資料閲覧時に、2つの資料を同一画面上に表示することができます。

「予算書」と「決算書」の対比、「前年度」と「今年度」資料の比較などに役立つ資料の並列表示が可能です。

左右、上下の2分割が可能なため、資料に合わせた最適な表示が可能です。

５）しおりの設定

任意のページに「しおり」を設定し、「しおり」ページにワンタッチで移動することができます。

ページ一覧の中から「しおりを設定したページ」や「メモを記入したページ」のみを抽出することも可能です。
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３．個人での資料閲覧ー３（アプリケーション）

６）検索機能

大量の電子文書の中から、目的の文書を簡単に抽出できるよう、便利な検索機能を備えています。

指定文字列が含まれるページを一覧表示し、当該ページにジャンプ、キーワード箇所をハイライト表示することができます。

① 横断検索機能：閲覧権限のある電子文書全ての中から、目的のキーワードを含む文書を横断検索

② 全文検索 ：閲覧資料(PDF)内のキーワード検索

※印刷物をスキャンして作成したPDFは対象外となります

③文字選択からのワンタッチ検索

PDF資料のテキストを選択してワンタッチで検索（閲覧中のPDFファイル内）を行うことや、選択した文字をコピーし、

検索ウィンドウやブラウザに張り付けて検索することが可能となります。

操作に慣れが必要な画面上のキーボード操作をしなくても、簡単に検索機能を使用することができます。
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４．ペーパーレス会議の開催ー１（アプリケーション）

１）会議中の画面同期

・ 会議中は、説明者の画面操作を他の参加者画面に同期表示させることができます。

資料の拡大・縮小、メモ書き、ポインター操作が連動しますので、説明者は、資料箇所を的確に参加者に共有することが可能になります。

・ 参加者のタブレット端末では「説明者画面」と任意の資料を閲覧可能な「自由閲覧の画面」の２画面を表示できますので、

説明者の資料資料を確認しながら、資料の先読み振り返り、別資料を閲覧することが可能です。

・ 説明者の切り替えも参加者の端末からワンタッチで行うことが可能です。

発表者端末 参加者端末

同期

資料閲覧操作

・任意資料、ページの表示

・拡大/縮小

・メモ書き/保存

発表者と同期するモード

自由閲覧のモード

発表者操作の同期

・資料/ページ切替

・拡大/縮小

・メモ書き

・ポインター表示

随時切替

発表者資料表示画面

14
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４．ペーパーレス会議の開催ー２（アプリケーション）

２）画像、動画の同期表示

会議資料として、PDFファイル以外に、画像ファイルや動画ファイルも共有、画面同期が可能です。

会議中に発表者の操作のみで画像。動画ファイルの共有が可能になります。またタブレット活用の幅が広がります。

動画

（動画ファイル:mp4,m4v）

画像

（画像ファイル:jpg,png）

動画の一時停止/再生/早送り/巻き戻しに対応

動画上にポインター表示も可能

画像の拡大・縮小、メモ書き、ポインタ表示が可能

メモ書き資料は画像ファイルとして保存可能

同期

同期

sml:00 1200Ã¥â•ŸÂ°Ã¦Â¤ÅﬁÃ¨Â¨Â¼Ã¥â•°Å†Ã§ï¬‡Â» SHORT.mp4
sml:00 1200Ã¥â•ŸÂ°Ã¦Â¤ÅﬁÃ¨Â¨Â¼Ã¥â•°Å†Ã§ï¬‡Â» SHORT.mp4
sml:Photo- (1).jpg
sml:Photo- (1).jpg
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説明者

３）会議進行機能（別途オプション）

画面同期中（会議中）、事務局用タブレット端末の操作により、説明者や表示資料の切替をコントロールする機能です。

通常は参加者ご自身で説明権の切替操作を行いますが、本機能を使うことでタブレットの誤操作を防止しながら円滑に会議を進行する

ことが可能となります。

聴講者
事務局タブレット端末

聴講者聴講者

説明者
聴講者 聴講者聴講者

次は さんが説明者です。

この資料 で発表をお願いします

説明者と発表資料の切替をコントロール

４．ペーパーレス会議の開催ー３（アプリケーション）
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５．その他（サーバーシステム）

システム習熟度に応じたメニュー機能の利用

・SmartDiscussionは便利な文書閲覧機能を多数備えています。しかしながらシステムご利用初期段階においては、

使用頻度の低い機能メニュー（アイコン）が多数あると「難しさ」を感じてしまう懸念もあります。

SmartDiscussionは、アプリ機能の有効/無効をサーバーシステムで一元管理することができます。

利用のスタート時は利用頻度の低い機能や応用機能は、あえて制限し、必要最小限のシンプルなメニューでご利用いただく

ことができます。

その後必要に応じ、順次機能を有効にすることでスムーズなシステム利用が可能になります。

利用者メニューのOn/Off制御（サーバーシステムで一元管理） シンプルメニュー

フルメニュー（応用機能の利用）


